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a [AB] VII 13-18 と Śāṅkhāyana-Śrautasūtra












1 特に，STREITER Diss. (1861), BÖHTLINGK-GARBE (1909), WELLER Die Legende von
Śunah
̇
śepa (1956), LOMMEL ZDMG 114 (1964) 122-161, RAUAsS 20 (1966) 94-96 (VII
15 まで), German Scholars on India I (1978) 213-215 (同)。ROTHは既に 1850 年，
AB 版の全訳を公表した。HORSCH Vedische Gāthā- und Śloka-Literatur (1966) 78-
103 には gāthā 部分が扱われている。以後の研究に，松濤誠達『大正大学研究紀
要』67 (1982) 1-18, FALK ZDMG 134 (1984) 115-135, SÖHNEN Fs.Risch (1986) 190f.
が あ り，WINDISCH Buddha’s Geburt und die Lehre von der Seelenwanderung,
Leipzig (1908) 60f. にも参照すべきところがある。






































る（AiG II-2 129)。アクセントは ŚB XIII 5,4,5 により aiks
̇
vāká- と確かめられる
（ただし，Ed. Kalyan-Bombay は áiks
̇
vāka- とする）。伝統文法におけるアクセント
位置の揺れについては AiG II-2 135 参照。Iks
̇
vāku 家は Pūru の一族と思われ，RV
同箇所以来散見。後に Ayodhyā の王家とされる。Iks
̇
vāku 家と Bhārata との関係
ないし争いについては，MACDONELL-KEITH II 12, s.v. Pūru; WITZEL Fs.B.R.Sharma
189f. 参照。衽衲 vaidhasa- は vedhás- からの vr
̊
ddhi 派生である。vedhás- には諸解
釈があるが，GOTŌ in WITZEL-GOTŌは ‘mündig, vertrauenswürdig’「一人前の，頼り
になる」を採る；aav. vazdah- ‘beständig’ 参照。Cf. MAYRHOFER EWAia s.v. (Lit.).
3 tāsu putram
̇
na lebhe の Lok. tāsu は jani の構文を予想させる，OERTEL Kasus-






























am＋sam-naya- については，RV VIII 47,17 および GELDNER z.St. 参照
（: ... の上に寄せ集め，自分は債務なしとなる。息子が担う）。
8 息子（子孫の連続）による死後の世界の確保。


















同 4 ～ 同 3 参照。あるいは，
bhoga- のもとの意味「... を役立たせること」を重く考えれば，Lok. (pr
̊
thivyām,









[息子は］渡り越える sairāvatī [の舟]13 である。（G4）
(7）垢がいったい何だ（何になる）。毛皮が何だ。
また，髭（たち）が何だ。苦行が何だ｡14
11 a vat＋Ipf. については Pān
̇





12 Cf. Jātaka 487 (Uddālaka-Ja) G5 yena jāto sa yeva so。あるいは「［息子は］自分
自身として自分自身から．．．」。




後藤『紀要』21, 54f. n.27 に AiSynt. 90, 565 ほか文献提示あり），男性形 sa は無理で





nāvam AB VI 21,10 参照。その場合，āi̯ が既に
ai̯ と発音されていたことを示唆する；cf. G29 ma upetā - - - (二重 sandhi と謂われ
ることがあるが，āu̯ が既に au̯ の発音に移行していたものであろう，→ n.132。後
藤『紀要』21, 51 n.19 (ŚvetU III 2 ya imām - -) などを参照。KLAUS Wasserfahrz.
22f. および n.105 は別の見解を述べる。irāvatī- の読みは，天界に続くとされる In-
dus の支流 Irāvatī (Ep. +) を想定したことに起因するか。










itó dīrghá ma ruh
̇
「黒（レイ
ヨウ）の［毛皮］を身に纏い，潔斎して，髭を伸ばし」。Cf. Dhammapada 393 na
jat
̇
āhi na gottena | jaccā hoti barāhmaṅ
o | yamhi saccañ ca dhammo ca | so sucī so ca
brāhman
̇
o || 394 kin te jat
̇












































| kím u pr
̊
chasi mātáram | rutám
̇


















（参考：GELDNER ad RV X 135: p.365 上，HORSCH Gāthā 466 脚注，辻『論集』277，
『説話』56）。衽衲 西村『論集』43 (2016) 180f. n. 12 参照。
15 この時代の議論においては，loka- は「存続する，死後の世界」，「来世(para-








16 G4，G5 については，後藤『印度学仏教学研究』43-1 (1994) 483 と注 21, 22 参
照。
17 m. sakhā であって，f. sakhī-「女の同僚，ご学友」でないことにも注意。
18 (学者，苦行者に対比させて）一般生活者日常の徳を称える。a は ha「つまり，
即ち」を用いて線対称構文になっている。b を順序を入れ替えた線対称構文と解し
た。単なる列挙とも，「黄金，家畜たち，結婚式たちは（栄えある）姿である」な
どとも解釈可能。duhitā は 2 音節，/dhītā/ ＜ *dhuitā ＜ duhitā, GRASSMANNの法則
の背後にある 1 語中に 1 帯気音の存在への意識の上に，早口発音による特別な変化





音節である，LÜDERS Phil.Ind. 497-509 参照。
19 cvi 形 navī-bhūtvā「新しくなって」ではなく，navo bhūtvā「新しい［人］とな
って」。ŚāṅŚrSū は Abs.＋ atha の構文をとる（cf. AiSynt. 409, OERTEL, Syntax 8,









20 AiSynt. 117f. (例えば，RV X 184,3 da amé māsí sutave「10 番目の月の後に産
むように」); R. SCHMITT Fs.Pisani II 903ff. 参照。
21 これを引き継ぐ文に ManSmr
̊




pravi ya | garbho









は OERTEL Kl.Schr. 1016-1038，母の Lok. については同 1036 参照，→ n.3, n.27。
衽衲 Cf. AV XI 4,20 antár gárbha carati devátāsuv | abhūto bhūtáḣ







yát | pita putrám
̇
















る（後藤『印度学仏教学研究』55-2, 2007, 809-805, および Gs.Elizarenkova 115-125




yát, 即ち，精子 rétas- または bī́ja-）として生ずることになる。父は…」。後
藤『印度哲学仏教学』24, 2009, 37 n.38 参照。WINDISCH Buddha’s Geburt 61 n.1, J.
SAKAMOTO-GOTŌ Erlanger Tagung (2000) 485 n.48, 西村『論集』36 (2009) 97f. n.11
参照。




Geburt 61 n.1 参照。
23 ｢彼女を光熱力として」ならば etām に代わって etad が期待される（名詞構文
においては，論理的主語が代名詞である場合，その性数は述語名詞のそれに一致す















く，「tejas- を彼女へと集め設えた，tejas- を集めて彼女を作った」の意，cf. AiU II




Geburt 61。BĀU IV 4,1 tejomātrah
̇
「光熱［から成る］構成要素」。父母は肉体部分
（とその機能，およそ téjas- に当たる）をもたらし，ātmán- 自体は天界から下降
（ava-kram）して胎内に至るとも解される。西村『論集』36 (2009), (69)-(93)，特
に (83)ff. 参照。




ŚāṅŚrSū yena ākramante「それを通って（道の Instr.）たどりゆく」に対し，AB
は yam ākramante とする。「…（Akk.）に足を踏み入れる」と解したが，彼らの辿
ったところが道をなすという，一種の Inhaltsakkusativ の可能性も考えられるか。
25 su eva-を「馴染み深い」と解した，cf. Indra の誕生に際しての母のことば：




























26 ha smā ākhyāya: ākhyāya と Abs. で章が改められるのを（Perf. 語形との）誤解
に基づき，hāsmai (ha＋asmai) を ha＋sma に中途半端に変えたものか。haplo-
graphisch に *ha smāsmā* から崩れたとも。ŚāṅŚrSū「と。彼（Hariścandra）は言
った，それなら私に言え，どうしたら私に息子が生まれうるかを，と。彼に
（Nārada は）言った」は標準的な姿に戻したものか。Cf. AUFRECHT 431,19 “gram-
matisches Ungestüm”, WEBER Ind.St. IX 314 (＋hâ ’smâ nach “ABC. und Müller”),
BÖHTLINGK Chrestomatie2 22, Z.29, BÖHTLINGK BKSGW 1900 417f.。Abs.＋ atha につい
ては，注 19 参照。
27 jani「児を作る」の構文については OERTEL Kl.Schr. 1016-1038，当該箇所の構
文については特に 1020 参照，→ n.3, n.21.
28 iti は二重には現れない。
29 Suppletion（補完活用）に注意：Präs. upa-dhāva-ti : : Perf. upa-sasāra「（助けを
求めて upa）…のもとへ走る」。→ n.70.
30 「赤い［者］」，AV XIII 1 Rohita 讃歌（太陽の一アスペクトか），Suttanipāta
[SN] I 30 Rohita という馬が Buddha に世界の涯てを尋ねる話，などが想起される。
31 ajani: 直近過去（aktuelle Vergangenheit, actual past）を表す Aor. であるが，
同時に確認（Konstatierung, statement）の意を含む。同様に abhūt (4), ajñata (5),






君を祭ろう」と。「そう［しよう］」と（Varuṅ a は言った）。（4）彼は 10 日



















32 nirda a-: 生後直後の母乳（pīyus
̇
a-）の重要性に基づく，牧畜の概念が背景に
ある。TB II 1,1,3 (OERTEL Syntax of Cases 84 参照)，さらに，BaudhDhSū I 5,12,9,















uDhUPur III 230,9, MBhār XII 37,21 など。
33 abhūt は as の Aor. を補う（Suppletion，補完活用）。
34 この辺りの観念の背景には犠牲獣に求められる完全さがある，cf. SCHWAB p.
XVIII，辻『説話』p.14 n.6「最初の歯が抜け落ち，二度目の歯が生えたとき（pan-
nadat）」。
35 sāmnāhuko bhavati: -uka- 接尾辞による samnāhuka- と vr
̊
ddhi 派生形 *sāmnāhi-
ka- とが混同された結果（Kontaminieung）であろう，cf. AiG II-2 482。ŚāṅŚrSū は
一貫して samnāham prāpnoti「帯締め（の年齢・儀）に達する」。sam-nah は「帯





















ってきて言った，［ここまで ŚāṅŚrSū XV 18］
｢様々な栄華が努め励んだ者には41 存する，
36 語りの Perf. が求められるので，ŚāṅŚrSū の prāpa が正しく，AB prāpat は直





べき Aor. prāpat に影響された伝承上の誤りと思われる。辻 n.8 は prāpa, prāpat,
āmantrayām āsa について KEITH AB 訳 301 n.3-5 の参照を指示。
37 Aor. が求められるので，ŚāṅŚrSū の -a-Aor. 形 prāpat が正しい。AB は Perf.
のあるべき場所にこれと同じ形を置いて伝承したため，二次的に Ipf. prāpnot に置
き換えたものと推定される。
38 AB āmantrayām āsa は ŚāṅŚrSū＋cakre よりも新しい形である（XVII 7 ～





cakre : : ŚāṅŚrSū＋āsa。（kar/kr
̊
による形には，Diathese を区別できると
いう as には無い利点がある。）→本論文末 3.。
39 tata は普通「おとうちゃん」（cf. VII 15,8＝ŚāṅŚrSū），「坊や」は tāta である。
→ n.54)。
40 水腫病によって懲罰した。
41 rānta- G12, rama- G13 と ram「（疲れ果てるまで）努め励む」からの語形が
用いられている。 raman
̇
a-「努め励む者，沙門」（ŚāṅŚrSū 版の G16 の同語につい
























での「努め励み」であるが，BĀU IV 5 に Yājñavalkya の出家（pra-vraj）が語ら












ŚāṅŚrSū XV 20: G16a nis
̇
ad-「座りこむこと」。語根名詞に付せられる Suffix -van-





ád- (RV IV 40,5, Parall. Kat
̇







a に代表される Āditya 神
たち（「Aditi の息子たち」。インドイラン共通時代に遡る，定住の比重が増した生









kī- 活用。本来の devī́- 活用からの移行形は，MACDONELL Ved.
Gramm. 276: Du. b の項によれば，AV (3 例) 以降に見られる。AiG III 175 によれ
ば，AV, YSm では殆ど ̊ī，散文文献では殆ど ̊au。
44 ātmán-:「胴，胴体｣の意味については，例えば，後藤『今西順吉教授還暦記念






















45 AB phalagrahi- に対して，ŚāṅŚrSū は Pān
̇
III 2,26 に文字通り挙げられる
phalegrahi- をもつ。AB ere に対して ŚāṅŚrSū はより新しい活用形 erate をもつ。
prápathe (RV＋) は panthā-「道」の pra「先方」の部分を謂う Präpositionalrek-
tionskompositum（前置詞限定複合語）であろう，cf. prá-pad-a-「つま先」，AiG II-
1 13, 257。ŚāṅŚrSū はこの歌に当たるものを二つ後の歌（G15）の後に置いている。
G13 と G16 には木々のイメージ（仏典参照）が見られる。




jihāna- については，後藤『印度学仏教学研究』42-2 (1994) 1036 (47) n.9，





























50 apacinvant-: apa-cay/ci は ŚrSū., Ep. で「集め取る，（花などを）摘む」意味で































Text の n.10 参照；さらに，GOTŌ I. Präs. 2. Auf1. Verbesserungen p.4 zu 222 n.469。
「飢え」には，á ana- AV MS TS ŚB KB JB AĀ, á anayā- AB JB TB TĀ, á anāyā- ŚB






















sa (SN II xii 63), Divy. 32,









ぽ」。末子の名に見られる lāṅgūla- は unolāṅgūla- 以外には，「尾」の意味で AVP,
ŚrSū. 以降用例がある，さらに，同じくパーリ語等に laṅgula-, naṅgula- など。RAU
は Śunolāṅgūla を “Hunderute” と訳すが，尾の長い猿の一種，ハイイロヤセザル











群れを手に入れていたことになる。略奪（cf. Sārasvatasattra, cf. KRICK Feuergrün-
dung 497f., FALK BEI 6, 1988, 234, 250 n.24），放牧，移動など，Indra を巡るモティ

















VII 16 (～ ŚāṅŚrSū XV 21-22途中)
(1）彼の（または：その［祭式の］）Hotar は，すなわち，Viśvāmitra であ
54 tata → n.39。
55 ŚāṅŚrSū: 彼は「よろしい」と言って，王 Varun
̇
a に話しかけた。












Cf. WEBER Ind.St. IX 315 “ihm (dem Varun
̇
a) sagte er (der König darauf) jenes
Rājasūya-Opfer an: dabei (dann) nahm er diesen Mann als Opferthier”. pra-vac につ
いては，Soma 祭に先立って Somapravāka- なる職によって「お触れを出す」
somapravacana（cf. CALAND-HENRY § 4ff., WEBER Ind.St. IX 308, HILLEBRANDT Rit.lit.
125, PARPOLA Lāt
̇
yŚrSū I: 2 27 など）を参照。
57 HEESTERMAN 63ff. 参照。
58 ā-lebhe: ā-labh は，本来動物犠牲祭において犠牲獣（pa u-）を祭柱に縛り付け
る前に「捕まえる」行作を示し，以後犠牲獣の部位の献供に至るまでの全体を意味
する用法に用いられる：CALAND ad ĀpŚrSū VII 13,8, n.4 “Wenn er heißt: ‘Er fasst das
Opfertier an’, so wird nur eine der Haupthandlungen erwähnt, um das Ganze anzu-













下を割愛する RAU AsS 20 (1966) 96 n.77 の解釈は意味をなさない。
シュナッハシェーパ物語試訳（後藤) 55
― 168 ―







た]。Udgātar は Ayāsya [であった]｡60 引かれてくると,61 彼（Śunaḣ śepa）
のために，（祭柱に）縛り付ける係を［彼らは］見出さなかった。［すると］





59 AB ha ... āsīt。ŚāṅŚrSū の ha ... āsa は Perf. による語りの語形（itihāsa「だった




VII 16 の終わりまで ha を欠き，VII 17 以降再び ha が現れる。ha＋Perf. による語
りの文体は，もともと，新しい話題を導く文を ha「つまり，すなわち」で印づけ
たものと推測され，VII 16 では，文が次々と畳みかけられているものと説明できる。
AB VII 16 冒頭の ha ... āsīt は ha＋Perf. による語りとは異なり，「つまり，すなわ
ち」を意味する ha と「神学者たちの」Ipf.（おそらく擬古的文体に遡る，cf. GOTŌ
Fs.Narten, 2000, 98）によって新たな枠組みを与える工夫と考えられる。










a, niyojana, cf. SCHWAB 74-76.
62 ŚāṅŚrSū niyuyoja が正しい形。AB niniyoja は ni-yuj, niyojana- が一語の術語
として扱われ，崩れたものであろう。
63 āprī 讃歌。動物犠牲祭の前献供（prayāja）に用いられる：SCHWAB 90 n., HIL-
LEBRANDT Rit.lit. 16。RV に，I 13 (Kān
̇
va), I 142 (Aucathya), I 188 (Agastya), III 4

















a, paryagnikriyā: SCHWAB 96-99.
65 AB vi astāram が正しく，ŚāṅŚrSū vi āstāram は解体の指示を個々に与える意
味の vi- ās (CALAND Kl.Schr. 239f., Ueber Baudh 53, ad ĀpŚrSū VII 22,5 参照。
OERTEL ZII 8 296 = Kl.Schr. 603 は不正確）に影響されて崩れたものであろう。 ās/
is
̇
「指示する」は RV ( ās-si) 以来 athem.Wz.Präs. に活用し，後の文献に至るまで
シュナッハシェーパ物語試訳（後藤)56
― 167 ―













語形用例ともに多い。 as「切る」も本来 athem.Wz.Präs. に活用し RV (2.Pl. Iptv.
ví- asta など) 以来見られるが，ŚB (vi- ásanti) 以降，Ep., Kl. に至るまで themati-
siert された vi- asa-ti が現れる。「切り分けの指示」と「切り分け」との対比は，例
えば，vi āsti ĀpŚrSū VII 14,13 : : vi asati MānŚrSū I 8,3,9。さらに，G21 (→ n.107)
vi i āsis
̇
at- ŚāṅŚrSū XV 25,1, vi i āsis
̇
u- AB を見よ。paśuviśasana SCHWAB 125f.: § 89
参照。
66 ŚāṅŚrSū ni yāna- は古い文献にのみ現れる活用形 *ni- i āna- ( i āmi, í īte etc.




- i yamāna- Yā X 30 参照。AB の nih
̇
āna- は ni yāna- から崩れた *ni āna-
を nir- によって再解釈したものと判断される。-eta に代わり -īta，-ayamāna- に代







68 AB Ind.Präs. upadhāvāmi, ŚāṅŚrSū Konj.Präs. upadhāvāni.
69 prathamam: あるいは「最初に」（adv.）。
70 upadhāvāmi, -dhāvāni と upasasāra の Suppletion (補完現象) に注意，→ n.29。







































［常ある者よ，我々は分配（恩恵）を求める］…〉というこの 3 詩節一組72【I 24,
3-5】によって。
(6）彼に Savitar は言った「君は王 Varun
̇
a の為に（祭柱に）繫がれている
のだ。彼にこそすがれ」と。彼は続く 31 の詩節【I 24,6-25,21】によって王
『国際仏教学大学院大学研究紀要』20, 2016, 21-47，特に 41-43）。「父にも会いたい，
母にも」に注目。kasya で始まるため，Prajāpati への讃歌とされる，cf. AB VI 21,2
ko vai prajapatih
̇
「Prajāpati は ka なのだ」，cf. AiG III 567, GONDA Sel.St. VI-2 449-
469。Konjunktiv (subjunctive) の疑問文，肯定文における機能（「…べきか」“sol-
len wir”, 次の I 24,2 には同じ mánāmahe が肯定文で「思念しよう」“wir wollen
gedenken” の意味で用いられている）については，堂山英次郎『リグヴェーダにお





に反する形が AB (各版)，ŚāṅŚrSū を通じて見られる。AB の該当箇所を挙げる
と，-a＋r
̊
-: evarcy VII 16,13 (～ŚāṅŚrSū smarcy), VII 16,13 smarcyr
̊
cy VII 16,13, (他






-: etayarcā VII 16,3.4
(II 16,1, II 20,7, III 34,3, VII 33,1 にも，cf. ekayarcā I 12,3, II 18,11, III 34,3, VI 14,4,





Ind.St. IX 308f., さらにこの Sandhi の現象について，AUFRECHT AB-Ed. 427, KEITH
RV Brahmanas 71 参照，cf. n.140。
72 tr
̊






















cena (KpS 脚注 “KS. tryyr
̊
° to be corrected”), KSp VII 9:70,16 tricah
̇































讃歌（I 30 [22 詩節からなる]）の 15 詩節【I 30,1-15】とによって。
(10）彼に，Indra は讃えられている間に，満足して，思考によって75 黄





c の中の Vokativ satya を意識して用いていると考えられる。「嘘を
つかない，実現する」という方向の意味が意図されていよう。
74 ŚāṅŚrSū は「Indra が…」からここまで，単に「Indra を」とする。
75 ŚāṅŚrSū は「満足して」を欠く。これが元で，「思考の力によって車を与える」
という表現を（我々同様）具体的に解しかねて，AB は「思考に満足して，心の中












(11）彼に Indra は言った「両 Aśvin を，さあ，讃えよ。そうしたら我々
は（ŚāṅŚrSū 私は）君を開放するだろう」と。彼は両 Aśvin をこれに続く 3






as をこれに続く 3 詩節一組








VII 17 (～ŚāṅŚrSū XV 22 途中-26 途中)
(1）彼に祭官たちが言った「ほかならぬ君が我々のために，この日の締め










77 DELBRÜCK AiSynt. 502f. は ha sma (±pura)＋Präs.Ind. の構文を扱い（「［かつて
は］…していたものだった」），AB の当該箇所 ha sma … vi pā o mumuce を例外的な
ものとしている。ここでは，全体が ha＋Perf. の語りのテンスで語られ，sma (原
義は「いつも，いつでも」) は「一詩節が唱えられるごとに」を明確化して「その
度毎に」の意味で用いられていると考えることができる。AB の vi … mumuce「解
け外れた」が完全に解けてしまったと理解されかねないための処置とも考えられる。
ŚāṅŚrSū は nitarām mumuce「（順次一層）下へ下へと解けた」。
78 AB は bhavati と Ind.Präs. になっている。前の文の ha＋Perf. の構文に sma が
加わったものを，過去の繰り返しを謂う sma＋Ind.Präs. の強い形 ha sma＋Ind.
Präs. の構文（前注参照）への連想から，babhūva (ŚāṅŚrSū) から bhavati へと置
き換えた結果とも考えられる。
79 ŚāṅŚrSū uttamāyām ha smarcy の sma はない方がよいか。前の ha sma に影響
されたものとも考えられる。ŚāṅŚrSū uttamāyām は名詞活用，AB uttamasyām は




















sthā-: または，「（ソーマ祭の）型式，一セット」，cf. 例えば HILLEBRANDT Rit.lit.
137 (mit Lit.)。
81 AB adhigacchety (atha haitam …) に対し，ŚāṅŚrSū は iti を欠き，Opt. -gaccheh
̇
||22|| athainam …となっているが，何らかの二次的逸脱であろう。また，enam もそ
れが指すものがなく，文中でも浮いてしまうので，少し後の atha hainam で始まる
文（ŚāṅŚrSū に 2 回，AB では 3 回）に影響されて崩れたものかと思われる。以下，




sava- は以下に引かれる RV I 28 に想定される，穀物の供物の場合のよう
な竪杵と臼を用いた簡略な Soma 搾りの方法を指す，cf. GELDNER z.St.。
83 tam は文中に出ない soma- を指すとも考えられるが（「ソーマに対して圧搾を
加える」），abhi-sav/su の内容を限定する一種の Inhaltsakkusativ と解した。
84 ŚāṅŚrSū では唱えるべき詩節を引いてから，行作を Absolutiv で述べ，sūtra
風の文になっている。
85 enam: 内容上，搾り出された Soma を指す。
86 Śunah
̇
śepa が Adhvaryu の役割を演じて献供を行い，その献供の際，祭主に
当たる Hariścandra が後ろから Śunah
̇
śepa の衣服の裾をつかんでつかまっている
のである。anv-ā-rabh/labh については，cf. CALAND ZDMG 53 (1899) 215ff.，更に，
EGGELING ŚB II 40 n.1, 306 n.4; OERTEL Syntax 233, 285; MINARD Trois énigmes I §553a,
(II § 50a, 146a, 716a); RENOU Vocabulaire 14; GONDA Savayajña 129, 153; BODEWITZ JB I
1-65 p.145 n.15; GOTŌ, JIBS 24-2 (1976) 1013。







U，ŚrSū. に見られる正規形である。RV には Med. juhvé,
















DELBRÜCK AiSynt. 450 は ava-ay/i に「下って行く，陥る」の意味を挙げた後，“B[ÖHT-
LINGK-]R[OTH] setzen noch die Bedeutung weggehen an, indessen handelt es sich
meist um ein Herabgehen zum Flusse oder sonst zum Wasser” (PW は「去る」の意
味を想定するが，ほとんどの場合，川，でなければ水へと降りて行くことを謂う）
と注記する。












śepa に関係しない Vāmadeva 家の讃歌。mumugdhi
(4d) がキーワード。ŚāṅŚrSū は RV IV 1,5, IV 1,4 の順でそれぞれ Pratīika で引く。
WELLER Śunah
̇
śepa 83 は，Hss. の欄外に書き足されたものが，誤って書き写された











よ，ここに，おまえは，だが，座を占めてから〉。ví mumugdhi pa ān (Pāda c) が
キーワード。Atri 家の歌。sahásrād の解釈は GELDNERに従う（WEBER Ind.St. X 68
を指示：Purusamedha［人を犠牲とする祭式］の為には，祭主は牛 1000 頭および




(2）［～ ŚāṅŚrSū XV 24］）すると（次に），Śunah
̇
śepa は Viśvāmitra の膝





i よ，私に息子を返せ」と。「いや」と Viśvāmitra は言った，
「神々がこの者を私に授けた93 のだ」と。彼は（そこで［彼は］sa → n.92）
Viśvāmitra の子，Devarāta（「神々に授けられた者」）であった。この（現に
存在する）Kāpileya と Bābhrava たちは彼に属する（由来する)94。
(3）かの（→ n.92）Sūyavasa の子 Ajīgarta は言った「君は，さあ来い｡95
呼びかけによって勝負をつけよう96」と。
すると（→ n.92）Sūyavasa の子 Ajīgarta は言った，





a (＋hí) は Ipf. amuñcas に対して大過去の価値の Aor.（この機能について





93 arāsata: RV のみに生きていた rā の s-Aor. から，Śunah
̇
śepa が新たに得た名
Devarāta- を説明するために人工的に作られた現在語幹 Ipf.。Cf. NARTEN Sigm.Aor.
221。
94 共に動物に深く関わる色，「淡？赤茶色，猿色」および「（赤）褐色，マングー
ス色」，に基づく部族名。Girija-Babhravya-なる人名は AB VII 1,2 に現れる。この
一文は ŚāṅŚrSū に欠ける。
95 tvam v ehi「君は，他方／だが，来い｣；u の Sandhi (母音の前でも通常 u のま
ま，cf. Pān
̇
I 1,14) については Pān
̇
VIII 3,33 参照（前語の語末の子音［ただし半母音
を除く］の後，母音の前で v に成り得る：cf. AiG I 320, 辻『説話』p.15 n.26, FALK
ZDMG 134 p.133 n.49）。ŚāṅŚrSū は tam vai vihvayāvahā iti「彼を互いに呼びかけ合
おう」。AB にあるような読みを解しかねて，改変したように思われる。vai が散文
で会話中に用いられる例は確かに存在する，例えば DELBRÜCK AiSynt. 485f. の挙げ
る個所，さらに，この説話中，韻文中ではあるが G23，G24。
96 vi-hvaya-te: cf. WEBER Ind.St. IX 316f., さらに CALAND Zauberei Nr.78 (p.57) に現
れる例をも参照せよ。さらに，西村「R
̊
gveda X 128 Vihavya-Sūkta の展開」印度






































98 AB の不規則形 adar ur については HOFFMANN Aufs. 147 を見よ（: 1.Pl. Wz.-
Aor. adar ma から二次的に作られた形）。ŚāṅŚrSū adrāks
̇
ur は s-Aor. による正規形。
99 alapsata: labh「得る」の s-Aor. 3.Pl.。ŚāṅŚrSū にある alipsata は Desiderativ
3.Sg. Ipf. と解釈できる，「［人は］得たくなかった」。→ Text n.14。
100 Aṅgiras の家系の（当代の）長を父祖名で呼ぶものか。あるいは，固有名詞
ではなく，一種の称号のように扱われているものとも。
101 逸脱形 AB nihnave (ŚāṅŚrSū は正規形 nihnuve）については，GOTŌ I.Präs.













n.92）Viśvāmitra は言った，［～ ŚāṅŚrSū XV 25］
｢Sūyavasa の子は，まさに恐ろしく，
包丁で切り分けようとして107
102 中性複数形 atā はヴェーダ語形。


















106 ŚāṅŚrSū:「修復不可能［だ］と言ったぞ」と Viśvāmitra が乗り出した。（こ
れに続く一文を欠く。）asam
̇




107 AB vi i āsis
̇
ur は ās「指図する」に影響された形（→ n.65）；短音節の連続す





at は Desideratv の Part. と考えられるが，それならば -an が求められる。






















108 jñapayās Konj. (subj.) 話し手の意志を表す機能をもつと思われる。ヴェーダ
語の語法であろう。ŚāṅŚrSū は命令形 jñapaya に改変。
109 ̊-putra- については LÜDERS Philologica Indica 86, 231, 347 n.3, THIEME MSS 44
(Fg. HOFFMANN I) 251。後の個所からも知られるように，Viśvāmitra は王族階級出




111 おそらく，Viśvāmitra は Gathin 一族の中の，最上位の家系の長であり，そ
れを受け継ぐことになる，というのであろう。



































VII 18 (～ ŚāṅŚrSū XV 26途中-27||)










abha: RV の正書法，韻律上は -ar-。





otana Iptv. 2.Pl はヴェーダ語の語尾 -tana による。






hāya: Kasusattraktion, AiSynt. 149f. の例を見よ，cf. n.136。
119 anu-vy-ā-har/hr
̊
の意味，PW に従う（Br., Ep. からの例が挙げられる）。ある
いは，単に「言いつけた，申しつけた」とも。








ra, Śabara, Pulinda, Mūtiba とい
う122 境外の多くの人々となる。Viśvāmitra の子孫たちは Dasyu（異部族）
の者たちの間に最も多い｡123












a: cf. NARTEN Sigm.Aor. 180: s-Aor. Opt.-Prek. は mantra の言語より後
には例外的にしか新たに作られることがないため，ここは，呪いの句として man-
tra の言語に相当する古語とする。しかし，bhaj (Akt.「分かち与える」，Med.「配
分に与る＜自らに分かち与える」) の Med. から Prek. を作る場合にはいずれにして
もこの語形になる。さらに，GOTŌ Morphology 94 n.219 参照。
122 列挙の iti，cf. OERTEL Syntax p.11。同所に補うべし。
123 ŚāṅŚrSū「…という，境外の（北方の，とも）幾多の Dasyu たちである。Viś-
vāmitra の子孫たちは Dasyu の者たちの間に最も多いと［人々は］言っている
（口にしている）」。ŚāṅŚrSū は Pulinda を欠き，Mūtiba の代わりに Mūcipa を持つ。
ここに挙げられる部族名は，Andhra を除き，インドアーリヤ語とは考えられない
特色をもっている。G25 の Viśvāmitra の言から見ても，Viśvāmitra は年長の 50







である。）Cf. JB III 146 yadā vai pitā putram
̇
niravasayayati uttarato vāva sa tam
niravasayayati「父が息子を移民させる（他へ入植させて締め出す）場合には，北
へと彼はそれ（息子）を移民させるのだ」，さらに RAU Staat und Gesellschaft 14 参
照。辺境の Viśvāmitra の子孫の部族名が非インドアーリヤ系であることは，彼ら
がやがて現地の部族に吸収されてしまったことを示しているかもしれない。後藤





























stha はもともと ̊yās stha の意味で，̊yāstha と読まれ（書かれ），











る，をもっている；…を管轄している」の構文（HOFFMANN Aufs. 557-559, 後藤『印
度学仏教学研究』55-2, 2007, (220)-(223), GOTŌ Gs. Elizarenkova, 2008, 115-122）に
よる，法律的表現であろう。ŚāṅŚrSū es
̇







131 父祖名を Pl. (elliptischer Pl.) にするだけで一族の者たちを意味する用法，cf.




















ma upetā - - ∪ - | -(,) - - - (Śloka としては Vipulā 3 タイ
プ)。ma upetā の a-u は一音節扱い。āu̯＞au̯, āi̯＞ai̯ の変化が既に完了していたもの
と考えられる。Cf. G4 sa iravatī (n.13)。upetā は Fut. II で，元来 *upaitā が求めら
れるが，GOTŌ Materialien I (1990) 997 に挙げられる Fut. -is
̇
ya-ti と同様，ay/i の一
連の例外語形の一つと考えるべきである。Fut. II には，正規の eta に依るもの
（ŚB＋）の他には，pretāsmi AB VIII 15,3m, pretāsi ib. 2m およびこの箇所の upetā が
知られるのみである。ŚāṅŚrSū は 3.Sg. Med. Iptv. を用いて copetām
̇
とするが，ay/
i には元来 Med. 形はなく(cf. GOTŌ 同所 995), AB の一見困難な音節および語形に起
因する崩れであろう。
133 vidmasi: 元来 Perf. 形である veda, vidma から作られた過去形（所謂 Plus-
quamperfekt）avet, *avidma から逆に作られた第 2 類現在語幹にヴェーダ語の語尾
を付した形，他に AVP に用例がある。1.Pl. 形としては，他に vidmas Kh AVP
BĀU ŚvetU Ep. Kl. が見られる。「我々が知っている知識」は G23 の daiva- dāya-，
G31 の daiva- veda- に当たる。
134 ここで，Viśvāmitra の言は終わると考えられるが，iti を欠く。次の二偈は語
りの偈である。




の ví ve を sarve に変えた
改作。




hyāya: Dat. の Attraktion については








hye ca は dhr
̊
tyai とい





Gāthin 一族の神々に属する Veda138 との上に｡139（G31）
















137 adhīyata は dhā の Pass. Ipf. 3.Sg.。ŚāṅŚrSū adhīyate「学習される，理解され








i- と呼ばれる）の一族は元来 Jahnu の系統
を引く王家であり，Bharata 族の大統合の後（R
̊
gveda に言及される Sudās 王の 10











照のこと。さらに，LOMMEL Oriens 18-19 (1965/1966) 200-227＝Kleine Schriften
480-507, CHAUBEY 1987 参照。ŚāṅŚrSū は「そして，Jahnu に属する者たちとして，
彼らは支配した，そして，神的 Veda を，Gāthin の子孫たちは」。おそらく，AB
が韻律上 jahnūnaam または ca ādhipatye と読まねばならない（Śloka としては，
いずれにしても Vipulā 4 タイプ）のを避けて，改作したものであろう。
140 AB parar
̊




k ata- は Br. 以降現れる
実体詞＋数詞のタイプ，cf. AiG III 372: γ) を越えて gāthā- をもつ，に特色づけられ
る」（ar
̊





c- と gāthā- とをもつ」または「100 以上の r
̊
c を伴った gāthā よりなる」とす

















gāthā は，(1) G1-G11，(2) G12-G16，(3) G17-G21，(4) G22-G29，















ubh 形が得られる。G11c tam pa yanti pa avo
vayām
̇
si ca (AB) は，opening (Öffnung) 4 音節 - - - ∪ ＋break (Mittel-
stück) 2 音節 ∪ ∪ ＋cadence (Kadenz) - ∪ - ∪ ∪ による unterzählig (1 音節不
足) の jagatī (本来 12 音節) と判断される。G11d tasmāt te mātrāpi mithu-
nībhavanti は，/mātrā ’pi/ と読んで mātrā までの 5 音節の後ろに caesura





ubh と考えられる。G11 のパラレルである ŚāṅŚrSū (G9a) は，b










ubh による 29 詩節は，G15b と G25d とを除き，偶数行





の行頭 2 子音を 1 子音として読めば（dvāparaḣ , cf. Pāli bārasa- ＜
dvada a-「12」），G15 全体は Śloka の bha-Vipulā に当たる。G25d は ∪ - - -







ubh である。他に，G1c, G4c, G12c, G16a, G30c
シュナッハシェーパ物語試訳（後藤)72
― 151 ―
が奇数行終結部に ∪ - ∪ ∪
-
をもつ。ŚāṅŚrSū G16a は 4 行全て ∪ - ∪ ∪
-
に終
わる。Śloka の代表形式である pathyā に当たる行は，G1a, G2c, G3a, G5c,
G7c, G14c, G16c, G17c, G18c, G19c, G20a, G21c, G24a, G27c, G29a である。従




ubh から Śloka (奇数行
と偶数行が対比される。つまり，4 行詩から 2 行詩へ移行) への過渡期に位置づ
けられる。Śloka に異例な形は，G3c, G9c, G10c, G22a, G26c 終結部に見ら





śepa の物語において注目される語形の一つに periphr. Perf. があ
る。periphr. Perf. は AV 以降現れ（AV XVIII 2,27 gamayaṁ cakāra: Kaus.
gamáyati「行かせる」の完了形），Perf. が語りの過去を表わすテンスとして
一般化する Br. に多く見られるようになる。̊am の形に kar/kr
̊
の完了形
を付して表すのが普通である。Med. を表示し得ない as/s の完了形を用い
る例はより新しく，かつ，稀であるが，ここには，AB に 2 回，ŚāṅŚrSū
に 2 回見られる。いずれも，パラレルは cakre, cakāra。WHITNEY 394 はさ
らに，janayām āsa ŚvetU (III 4)，āmantrayām āsa GopBr (I 2,10:43,12, I
2,18:52,3, I 3,6:70,7) を挙げる。WHITNEY Skt.Gramm.2 392ff., 特に 394: §1073d,
BÖHTLINGK-GARBE (1909) 394, GOTŌ Morphology 123f.142 参照｡143
迂説完了形一覧
142 同所 n.272 は，例えば，gamayam
̇
cakāra が 2 語扱いか，（複合動詞の前置詞
の場合のように）1 語と見なされるか確定できないとしているが，既に WHITNEY




(～ ŚBK III 2,8,4 sá
yád átiriktam asa) を根拠に指摘している事実を見落としている。つまり，2 語扱い
であり，GOTŌ Morphology 123 n.272 は訂正すべきである。





による形成のみを教え，Kātyāyana と Patañjali は as および bhavi/
bhū による形成をも認める。Cf. AiG II-2 256.
シュナッハシェーパ物語試訳（後藤) 73
― 150 ―
AB VII 14,8 sa tathety uktvā putram āmantrayām āsa
～ ŚāṅŚrSū XV 18:190,1 … āmatrayām
̇
cakre






＝ ŚāṅŚrSū XV 20:191,18







～ ŚāṅŚrSū XV 21:192,10 … īks
̇
ām āsa














AB VII 17,1 athainam ata ūrdhvam agnim āhavanīyam upasthāpayām
̇
cakāra … iti
～ ŚāṅŚrSū XV 23:193,26 athahainam agnim upasthāpayām
̇
āsa … ity eta-
yārcā ||
AB VII 17,7 atha ha viśvāmitrah
̇
putrān āmantrayām āsa
～ ŚāṅŚrSū XV 25:194,22 … āmantrayām
̇
cakre













Sandhi など RV 派の -ar
̊
- n.71, n.114, n.140, Text n.16; u と v n.95;
ma upetā /maupetā/ n.132, n.13; sa irāvatī /sairāvatī/
n.13, G4.
ヴェーダ語形，語法 Vedic forms n.102 (中性複数 -ā); n.107 (Inj.); n.108
(Konj.); n.116 (Iptv. 2.pl. -tana); n.117 (Ind. 2.Pl.
-thana); n.125, n.133 (Ind. 1.Pl. -masi).
動詞語形 verbal forms n.98 (adar ur, adrāks
̇
ur); n.101 (ni-hnuve, ni-







(Fut.II upetā), n.46 (Konjunktiv, subjunctive carāti).
衽衲新しい語形 n.38 (āsa による迂説完了), n.45
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( erate). 衽衲 jani n.3, n.14, n.21, n.27, n.31; labh
(alapsata, alipsata) n.99; as と ās/ is
̇
n.65, n.107; vi-
hvā/hū, vihvaya- n.95, n.96.
Optativ, optative n.81, n.110, n.112, n.121.
Imperfekt G18, n.11, n.37, n.59, n.91, n.93, n.137.
Aorist G18, G20, G21, G27, n.31, n33, n.36, n.37, n.91, n.93, n.97,
n.121.
Perfekt n.2, n.11, n.26, n.29, n.36, n.37, n.59, n.77, n.78, n.133; 3..
補完活用，Suppletion, suppletion n.29, n.33, n.70
Kontaminierung, contamination, 混交 n.35
vr
̊
ddhi 派生，形成法 n.2, n.35.
Inhaltsakkusativ, content accusative n.24, n.83.
Kasusattraktion, case (dative) attraction n.118, n.136.
Kongruenz, concorde, agreement, 一致 n.13, n.23.
代名詞 pronoun，文頭の代名詞，sa VII 17, n.92.






sma n.26, n.71, n.77, n.78, n.79.
ha, itihāsa n.2, n.11, n.18, n.26, n.59, n.77, n.78, n.79, n.81.
Pān
̇
ini n.11, n.45, n.87, n.95, n.128, n.143.










Indra VII 15,1-5 (＋ŚāṅŚrSū XV 19:191,8), VII 16,9-11; n.25,
n.41, n.42, n.53, n.74,
Viśvāmitra VII 16,1, VII 17,2; 5-7, VII 18,1.2.4.8, n.96, n.106, n.109,







ha VII 16,1, n.63, n.139.
Aṅgiras G17, G18, G22, n.100.
Ajīgarta VII 15,6, VII 16,1-4, VII 17,2, G17, n.51.











AiG Altindische Grammatik → WACKERNAGEL


































































































































































Ed. AUFRECHT Theodor AUFRECHT, Das Aitareya Brāhman
̇
a. Mit
Auszügen aus dem Commentare von Sāyan
̇
ācārya






Ed. HAUG Martin HAUG, The Aitareya Brahmanam of the
Rigveda. Edited, translated and explained. 2 vols.
Bombay-London 1863.
Ed. Bibl.Ind. The Aitareya Brāhman
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a Āchārya. Ed. by Satyavrata















metam. 2 vols. 2nd ed. Poona 1930, 1931 (11896).
Ed. MALAVIYA The Aitareya Brāhman
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a of the R
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gveda, with the
commentary Vedārtha-prakāśa of Sāyan
̇
ācārya and
‘Sarala’ Hindi translation. Edited & translated by
Sudhakar MALAVIYA, 2 vols. Varanasi 1980, 1983.
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Ed. Nag Publishers The Aitareyabrāhman
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ya from Chs. 1-32 & Sāyan
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Commentary from Chs. 33-40]. 3 vols. Revised &
enlarged edition, Mirzapur 1991.
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Ed. HILLEBRANDT The Śāṅkhāyana Śrauta Sūtra, together with the
commentary of Varadattasuta Ānartīya. Vol. I. Text
of the Sūtra, critical notes, indices. Calcutta 1888
(Bibliotheca Indica 99).
STREITER Diss. Fridericvs STREITER, De Sunahsepo, fabla indica ex
codicibvs manvscriptis edita. Dissertatio inavgvra-
lis. Berolini 1861.
二次文献
H. W. BODEWITZ Jaiminīya Brāhman
̇
a I, 1-65. Translation and com-




Otto BÖHTLINGK-Rudolph ROTH Sanskrit-Wörterbuch. 7 Bände. St. Pe-
tersburg 1855-1875. [PW]
Otto BÖHTLINGK Sanskrit-Chrestomathie. 2., gänzlich umgearbeitete
Auflage. St. Petersburg 1877.
シュナッハシェーパ物語試訳（後藤) 79
― 144 ―
Otto BÖHTLINGK “Grammatische Absonderlichkeiten im Aitareja-
brâhman
̇
a”. Berichte über die Verhandlungen der
Königlich Sächsischen Gesellschaft der Wissen-
schaften zu Leipzig (BKSGW), Philosophisch-histori-
sche Klasse, 52 (1900) 413-421.
BÖHTLINGK-GARBE Sanskrit-Chrestomathie von Otto Böhtlingk. Hrsg.
von Richard GARBE. Leipzig 1909.
W. CALAND “Zur Exegese und Kritik der rituellen Sūtras,
XVIII-XXVII”, ZDMG 53 (1899) 205-230, 388＝
Kleine Schriften, Stuttgart 1990, 44-69.






oma. Description complète de la forme
normale du sacrifice de soma dans le culte Védique,
par W. CALAND, V. HENRY. 2 tomes. Paris 1906.
George CARDONA “The Old Indo-Aryan tense system”, JAOS 122-2
(2002) 235-243.
B. B. CHAUBEY (Ed.) Viśvāmitra in Vedic and Post Vedic Literature.
Hoshiarpur 1987.
Bertold DELBRÜCK Altindische Syntax. Halle an der Saale 1888.
Berthold DELBRÜCK Vergleichende Syntax der indogermanischen
Sprachen II. Strassburg 1897. (BRUGMANN-DELBRÜCK
Grundriss der vergleichenden Grammatik der indo-
germanischen Sprachen IV)
堂山英次郎 『リグヴェーダにおける 1 人称接続法の研究』大阪
大学大学院文学研究科紀要 45-2 (2005), xv＋347pp.
Julius EGGELING The Śatapatha-Brājman
̇
a. According to the text of
the Mādhyandina school. 5 parts. Oxford 1882-1900.
Harrry FALK “Die Legende von Śunah
̇
śepa vor ihrem rituellen
Hintergrund”, ZDMG 134 (1984) 115-135.
シュナッハシェーパ物語試訳（後藤)80
― 143 ―
Harry FALK “Vedische Opfer im Pali-Kanon”, BEI 6 (1988) 225-
254.
Karl Friedrich GELDNER Der Rig-Veda. Aus dem Sanskrit ins Deutsche
übersetzt und mit einem laufenden Kommentar
versehen. 3 Bde. Cambridge, Mass. 1951.
J. GONDA “The pronoun ka and the proper name ka” ALB 50,
Golden Juilee Volume (1986) 85-105 ＝ Selected
Studies. Volume VI, Part 2. Leiden 1991, 449-469.
J. GONDA The Savayajñas (Kauśikasūtra 60-68). Translation,
introduction, commentary. Amsterdam 1965.
Toshifumi GOTŌ “rabh- : labh-＋ā in der vedischen Literatur”,『印度
学仏教学研究』24-2 (1976) 1015-1007.
Toshifumi GOTŌ Die „I. Präsensklasse“ im Vedischen. Wien 1987. 2.
Auf1age 1996.
Toshifumi GOTŌ “Materialien zu einer Liste altindischer Verbalfor-
men: 1. ami, 2. ay/i, 3. as/s”,『国立民族学博物館研究
報告』Bulletin of the National Museum of Ethnolo-



















ad IV 1-3)”, Studien zur Indolo-
gie und Iranistik 20＝Festschrift Paul Thieme zum























ad衾”, Langue, style et structure dans le
monde indien. Centenaire de Louis Renou. Actes du
Colloque international, Paris, 25-27 janvier 1996,
Paris 1996[1997], 71-89.
Toshifumi GOTŌ “‘Purūravas und Urvaśī’ aus dem neuentdeckten
Vādhūla-Anvākhyāna (Ed. IKARI)”. Anusantatyai.
Festschrift für Johanna Narten zum 70. Geburtstag.
Dettelbach 2000[2001], 79-110.
Toshifumi GOTŌ “Funktionen des Akkusativs und Rektionsarten des
Verbums 衾anhand des Altindoarischen衾”, Indo-
germanische Syntax衾Fragen und Perspektiven衾,
Wiesbaden 2002, 21-42.
後藤敏文 ｢荷車と小屋住まい：ŚB ālám as」，『印度学仏教学
研究』55-2 (2007) 809-805.
Toshifumi GOTŌ “Reisekarren und das Wohnen in der Hütte: ālám
as im Śatapatha-Brāhman
̇
a”, Indologica. T. Ya.




Toshifumi GOTŌ Old Indo-Aryan morphology and its Indo-Iranian
background, in co-operation with Jared S. KLEIN and










J. C. HEESTERMAN The Ancient Indian Royal Consecration. The Rāja-
sūya described according to the Yajus texts and
annoted. ’s-Gravenhage 1957.
Alfred HILLEBRANDT Ritual-Litteratur. Vedische Opfer und Zauber.
Strassburg 1897.
Karl HOFFMANN Der Injunktiv im Veda. Eine synchronische Funk-
tionsuntersuchung. Heidelberg 1967.
Karl HOFFMANN Aufsätze zur Indoiranistik. Band 1. Wiesbaden 1975,
Band 2. 1976.
Paul HORSCH Vedische Gāthā- und Śloka-Literatur. Bern 1966.





as of the Rigveda. Cambridge, Mass.
1971.
Konrad KLAUS Die Wasserfahrzeuge im vedischen Indien. Stutt-
gart 1989.
Hertha KRICK Das Ritual der Feuergründung (Agnyādheya).
Wien 1982.
H. LOMMEL “Die Śunah
̇
śepa-Legende”, ZDMG 114 (1964) 122-





ha und Viśvāmitra”, Oriens 18/19 (1965/
1966) 200-227＝Kleine Schriften, 1978, 480-507.
Heinrich LÜDERS Philologica Indica. Ausgewählte kleine Schriften.
Festgabe zum siebzigsten Geburtstage am 25. Juni
1939. Göttingen 1940.
A. A. MACDONELL Vedic Grammar. Strassburg 1910.
MACDONELL-KEITH Vedic Index of Names and Subjects. By Arthur






Manfred MAYRHOFER Etymologisches Wörterbuch des Altindoarischen
[EWAia]. 3 Bde. Heidelberg 1992-2001.
Armand MINARD Trois énigmes sur les cent chemins. Recherches sur
le Śatapatha-Brāhman
̇










Hanns OERTEL The Syntax of Cases in the Narrative and Descrip-
tive Prose of the Brāhman
̇
as. I. The Disjunct Use of
the Cases. Heidelberg 1926.
Hanns OERTEL Zu den Kasusvariationen in der vedischen Prosa. 2.
Teil. München 1938＝Kleine Schriften, Stuttgart
1994, 1013-1102.





their commentaries. An English translation and
study. Vol. I: 1, 2. Helsinki 1968, 1969.
Wilhelm RAU Staat und Gesellschaft im alten Indien. Nach den
Brāhman
̇
a-Texten dargestellt. Wiesbaden 1957.
Wilhelm RAU “Fünfzehn Indra-Geschichten”, Asiatische Studien,
Études Asiatiques 20 (1966) 72-100.
Wilhelm RAU “Twenty Indra legends”, German Scholars on India,
Vol. I, Varanasi 1973, 199-223＝Kleine Scriften,
Wiesbaden 2012, 1197-1221.
Louis RENOU Vocabulaire du rituel védique. Paris 1954.
Rudolph ROTH “Die Sage von Çunahçepa”, Indische Studien 1
シュナッハシェーパ物語試訳（後藤)84
― 139 ―
(1850) 457-464. (AB の訳)




ā-pūrtá- ‘Die Wirkung des
Geopferten-und-Geschenkten’ in der vedischen Reli-
gion”, Indoarisch, Iranisch und die Indogermanistik.
Arbeitstagung der Indogermanischen Gesellschaft
vom 2. bis 5. Oktober 1977 in Erlangen, Wiesbaden
2000, 475-490.
Rüdiger SCHMITT “Vergils decem menses und die indogermanische
Anschauung von der Schwangerschaftsdauer”, Stu-
di linguistici in onore di Vittore Pisani. Vol. II,
Brescia, Paideia Editrice, 1969, 903-910.
Julius SCHWAB Das altindische Thieropfer. Mit Benützung hand-
schriftlicher Quellen. Erlangen 1886.
Renate SÖHNEN “Das Gautamīmāhātmya und seine vedische Quel-
len”, o-o-pe-ro-si. Festschrift für Ernst Risch zum 75.
Geburtstag, Berlin 1986, 176-195.
Paul THIEME Das Plusquamperfektum im Veda. Göttingen 1929.
Paul THIEME “Nennformen aus Anrede und Anruf im Sanskrit”,





Jacob WACKERNAGEL-Albert DEBRUNNER Altindische Grammatik. I 1896,
II,1 1905, II,2 1954, III 1930, Nachträge zu I, II,1 1957.
Göttingen.
Albrecht WEBER “Ueber Haug’s Aitareya-Brâhman
̇
a” Indische Stu-
dien IX (1865) 177-380.
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1 hariścandro ha vaidhasa aiks
̇















2 yan2 nv imam
̇
putram icchanti

































1 Ed. については，文献一覧参照。AB の | は Ed.Nirn
̇
ayasagar の || を反映。ここ
では Gāthā 末などで || とする。ŚāṅŚrSū Ed. の | と || とは原則として無視する。AB
と ŚāṅŚrSū との間に読みの相違がある場合にイタリックで表記する。*を付した箇





RECHTは，RV-Ed. におけると同様，ṅ を n̄，ṁ を ṅ と表記する，cf. RV p. XLVIII），
その根拠を確かめ得ていない。他の Edd. には anunāsika の表記（ṁ, m）は一切見
られず，anusvāra (m
̇






















































d̊, VII 17,1 niditam
̇
sahasrād とされている。̊n m̊/ ̊m
̇
m̊, ̊m p̊/ ̊m
̇







































































































































eśā vo jananī punah
̇
. || (G9)
12 nāputrasya loko ’sīti
tat sarve paśavo viduh
̇
|



















paśyanti paśavo vayāṁsi* ca
tasmāt te mātrāpi mithunībhavantī(14)ti. (G11)6


















a panthā vitato devayāno
yenākramante putrin
̇





pa yanti pa avo vayām
̇
si
tasmāt te mātrāpi mithunam
̇
caranti ||
(G9a: AB G11 の Parallele)6













rājānam upadhāva. putro me jāyatām
̇
. tena tvā




rājānam upasasāra. putro me jāyatām
̇
. tena
tvā yajā iti. tatheti. tasya ha putro jajñe rohito nāma. 3 tam
̇
hovācājani vai te
putro. yajasva māneneti. sa hovāca. yadā vai paśur nirdaśo bhavaty atha sa
medhyo bhavati. nirdaśo nv astv. atha tvā yajā iti. tatheti. 4 sa ha nirdaśa
āsa. tam
̇
hovāca. nirdaśo nv abhūd. yajasva māneneti. sa hovāca. yadā vai
paśor dantā jāyante ’tha sa medhyo bhavati. dantā nv asya jāyantām. atha
tvā yajā iti. tatheti. 5 tasya ha dantā jajñire. tam
̇
hovācājñata vā asya dantā.
yajasva māneneti. sa hovāca. yadā vai paśor dantāh
̇
padyante ’tha sa





hovācāpatsata vā asya dantā. yajasva maneneti. sa
hovāca. yadā vai paśor dantāh
̇
punar jāyante ’tha sa medhyo bhavati. dantā
































tvām adadād. dhanta tvayāham
imam
̇















o jagrāha. tasya hodaram
̇












nānā śrāntāya śrīr astiī-




































caraiveti. 2 caraiveti vai mā brāhman
̇







ye cacāra. so ’ran
̇
























a prapathe hatāś. (G13)
caraiveti. 3 caraiveti vai mā brāhman
̇









ye cacāra. so ’ran
̇




















carāti carato bhagaś. (G14)
caraiveti. 4 caraiveti vai mā brāhman
̇






ye cacāra. so ’ran
̇

























caraiveti. 5 caraiveti vai mā brāhman
̇





















ye cacāra. so ’ran
̇







caran vai madhu vindati





yo na tandrayate caraṁs*. (G16)
caraiveti. 6 caraiveti vai mā brāhman
̇




















im a anayāparītam aran
̇
ya upeyāya.






































































































have originally been a mere gloss. They are not found in the version of the Aitareya
Bráhman
̇






… cacāra. | so ’ran
̇























caraiva rohiteti. | caraiveti vai brāhman
̇




























































yād grāmam eyāya. 8 sa pitaram
̇








































































































devatā upadhāvāmīti. sa prajāpatim eva
prathamam
̇

















yarcā. 5 tam agnir uvāca. savitā vai prasavānām īśe. tam evopadhāveti. sa


































āvāta uttarābhir dvāviṁśatyā*. 8 tam agnir uvāca. viśvān nu
devān stuhy. atha tvotsraks
̇





mahadbhyo namo arbhakebhya〉 iti etayarcā. 9 tam
̇










































10 HILLEBRANDT 269: “Streiter suhr
̊
dayas (5); Aufrecht (Ait. Bráhm.) suhr
̊
dayata-



















cakre. | anena tvā yajā iti. |

















niyuyoja. | tasmā upākr
̊



































nu stuhy. atha tvotsraks
̇
yāma iti. |








dadau. tam etayā pratīyāya.
〈śaśvad indra〉 iti. 11 tam indra uvācāśvinau nu stuhy. atha tvotsraks
̇
yāma






























vi pāśo mumuce. kanīya aiks
̇
vākasyodaram
bhavaty. uttamasyām evarcy uktāyām
̇








































































e punar me putram
̇
dehīti. neti hovāca viśvāmitro. devā vā imam
mahyam arāsateti. sa ha devarāto vaiśvāmitra āsa. tasyaite kāpileyabābhra-
vāh
̇
















12 先行箇所異読：HILLEBRANDT 269: “B D C (by alter.) smarcy uktāyām
̇
A C (orig?)
































































akala e samavanināya. |







tam abhyavanināya 〈sa tvam
̇




asya vidvān〉 ity etābhyām r
̊
gbhyām. |




sahasrād〉 ity etayārcā. ||23||
































punar ehi mām. (G17)
iti. sa hovāca śunah
̇
śepo.













īthā mad aṅgira. (G18)
iti. 4 sa hovācājīgartah
̇
sauyavasis.












































14 HILLEBRANDT 269: “A Bs and Streiter alapsata B C D G alipsata.” ただし，STREITER









enas (異読あり，cf. HILLEBRANDT p.269)
māpagāh
̇
iti vā avocad iti ha viśvāmitra upapapāda. ||24|| sa… Ś 欠





asthān maitasya putro bhūr
mamaivopehi putratām (G21)





sa vai yathā no jñāpayā


























tena vai tvopamantraya (G23)




















































jñapaya (HILLEBRANDT “All MSS.”)













































. pañcāśat kanīyāṁsas*. 2 tad ye jyāyāṁso* na
te kuśalam
̇




















































































































sas te ku alam
̇



















sarve rādhiyās tu putrā
es
̇













ma upetā（→ 翻訳 n.132）
vidyām
̇
yām u ca vidmasi. (G29)


























daive vede ca gāthinām
̇
. || (G31)























































a ca pāpād enasah
̇
pramuñcati.












ākhyātre dadyāc. chatam pratigaritra. ete caivāsane. veta cā vatarīratho
hotuh
̇
. 16 putrakāmā hāpy ākhyāpayeram
̇



















念論集』（1996) 850(99) n.8，Fs.Thieme (1996) 109 n.79 に参考文献などへの指示あ
り。









































Ś 欠 Ś 欠









śepa legend ( aunah
̇
epam) brings us important materials about
ancient India for understanding the language, society, and history of
thought. There are many treatises on the topic in the history of research, cf.
n.1. The present paper aims to offer a Japanese translation as faithfull as
possible to the original. Two versions are recorded in the texts belonging to
the Rigveda: Aitareya-Brāhman
̇
a VII 13-18 and Śāṅkhāyana-Śrautasūtra
XV 17-27. Differences between them are not so large on the whole, but
exist to some extent in the later prose portion, especially in the Aitareya-
Brāhman
̇
a from VII 17 onward and its parallel Śāṅkhāyana-Śrautasūtra
from XV 22 (the last part) to the end. This legend should be recited by
Hotar after consecuration (abhis
̇
eka) in the Rājasūya, which needed
recording in both the Rigvedic traditions. N. TSUJI’s book Tales in ancient
India. From Brāhman
̇
a literature, Tokyo 1978, a selection of more than 32
legends from the Vedic prose with Japanese translation and annotation,
treats this story at pp. 3-16. We can gain detailed and reliable information
from it.
The present paper is based on materials prepared for my seminars held
several times. It includes therefore information which is useful for the
study of Vedic philology in general. I would like to express in this occasion




After the Japanese translation with annotation, excursuses are added on
the metre (2.), on the periphrastic perfect forms (3.), indices (4.), literature
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